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T e l 0996-52-0119 

F a x 0996-53-0119 

W e b 

mail shobo@satsuma-net.jp 
http://119.satsuma-net.jp/ 

平成 30年 6月発行 

平成 29 年度さつま町消防本部 
防火ポスターコンクール 

最優秀賞 

横山 友人さんの作品 

 
 

・ 

Ｐ
１･

･
･･

特
集 

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
！
（
前
兆
現
象
と
対
策
に
つ
い
て
） 

 
 

・ 

Ｐ
２･

･
･･

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
消
防
一
口
メ
モ
（
消
防
法
令
違
反
の
建
物
に
対
す
る 

「
公
表
制
度
」
と
は
？
） 

 
 

・ 

Ｐ
３･

･
･･

新
入
職
員
紹
介
、
消
防
用
水
に
関
す
る
協
定
書
、
火
災
調
査
フ
ァ
イ
ル
（
楽
し
い
夏
に
潜
む
火
災
） 

 
 

・ 

Ｐ
４･

･
･･

薩
摩
支
部
消
防
操
法
大
会
（
開
催
日
程
と
出
場
分
団
紹
介
）、
水
防
工
法
訓
練
と
川
内
川
総
合
水
防
演
習
、 

消
防
団
員
募
集 

 
 

・ 

Ｐ
５･

･
･･

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
紹
介
、
消
防
ほ
っ
と
写
真
館 

よこやま ゆうと 
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が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ

り
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
す
さ
ま

じ
い
破
壊
力
を
も
つ
土
砂
が
、
一

瞬
に
し
て
多
く
の
人
命
や
住
宅

な
ど
の
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
う

恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。 

 

４
月
11

日
、
大
分
県
中
津
市

で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
お
い

て
、
６
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た

こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま

る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
災

害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
私
た

ち
が
出
来
る
こ
と
や
、
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き

に
は
、
何
ら
か
の
前
兆
現
象
が
現

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。 

次
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
代
表
的
な

土
砂
災
害
の
種
別
と
前
兆
現
象

で
す
。 

も
し
、
こ
う
し
た
前
兆
現
象
に

気
付
い
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知

ら
せ
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

                              

                               

    

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨

警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
土
砂
災
害
の
発
生
危
険
度
が

非
常
に
高
ま
っ
た
時
に
、
県
と
気

象
庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災

情
報
で
す
。 

 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政

無
線
な
ど
の
情
報
に
注
意
し
、
発

表
さ
れ
た
ら
近
く
の
避
難
所
な

ど
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。 

 

特
に
お
年
寄
り
や
障
が
い
の

あ
る
人
、
小
さ
な
子
ど
も
な
ど
避

難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
移
動

の
時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。 

    

期
間
中
は
、
「
み
ん
な
で
防
ご

う
土
砂
災
害
」
を
運
動
の
テ
ー
マ

と
し
て
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や

砂
防
設
備
な
ど
の
点
検
や
避
難

訓
練
、
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

講
習
会
や
現
場
見
学
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
を
機
に
、
居
住
地
域
の
危

険
箇
所
確
認
や
、
避
難
場
所
ま
で

の
経
路
確
認
な
ど
、
万
が
一
の
事

態
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

※
「
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
」 

か
ら
引
用 

 これから梅雨の長雨やゲリラ豪雨、台風などによる災害が発生する季節を迎えます。 

 さつま町では、平成 18年 7月に発生した県北部豪雨災害により、氾濫した川内川に 

多くの家屋が飲み込まれ、ライフライン（電気、水道、ガス、電話）の途絶や農地等の 

冠水・埋没など、これまで経験したことのない未曾有の被害を受けました。 

この自然災害による教訓を風化させないためにも、一人ひとりが災害に対する事前の 

備えと知識を身につけましょう。今回は、『土砂災害』について解説します。 

土石流 地すべり がけ崩れ 土砂災害の 
種類 

特 徴 

主な 
前兆現象 

・斜面の地表に近い部分が雨水 
の浸透や地震等でゆるみ、突 
然崩れ落ちる現象 

・崩れ落ちるまでの時間がごく 
短いため、人家の近くでは逃 
げ遅れも発生し、人命を奪う 
ことが多い 

・斜面の一部あるいは全部が地 
下水の影響と重力によってゆ 
っくりと斜面下方に移動する 
現象 

・土塊の移動量が大きいため、 
甚大な被害が発生する 

・山腹や川底の石、土砂が長雨 
や集中豪雨などによって一気 
に下流へと押し流される現象 

・  
一瞬のうちに人家や畑などを 
壊滅させてしまう 

・がけにひび割れができる 
・小石がパラパラと落ちてくる 
・がけから水が湧き出る 
・湧き水が止まる 
・湧き水が濁る 
・地鳴りがする 

・地面がひび割れたり陥没する 
・がけや斜面から水が噴き出す 
・井戸や沢の水が濁る 
・地鳴りや山鳴りがする 
・樹木が傾く 
・亀裂や段差が発生する 

・山鳴りがする 
・急に川の水が濁り、流木が混 
ざり始める 

・腐った土の匂いがする 
・降雨が続くのに川の水位が下 
がる 

・立木が裂ける音や石がぶつか 
り合う音が聞こえる 
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平
成
23

年
６
月
か
ら
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
（
以
下
「
住
警

器
」
）
で
す
が
、
「
本
当
に
鳴
る

の
か
な
？
、
そ
も
そ
も
動
い
て

る
の
か
？
」
な
ど
と
、
疑
問
に

思
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

ま
た
、「
う
ち
の
部
屋
に
は
付
い

て
な
い･

･

、
ど
こ
に
付
い
て
る

か
わ
か
ら
な
い･

･

」
と
い
う
方

は
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

そ
の
よ
う
な
疑
問
に
お
答
え

し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
な
ぜ
住
警
器
が
必
要
に
な
っ

た
の
？ 

①
全
国
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
約
９
割

の
方
が
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

で
あ
る
こ
と
。 

②
住
宅
火
災
で
発
生
し
た
死
者

の
約
５
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が

原
因
で
あ
る
こ
と
。 

③
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
死
者

の
約
５
割
は
、
就
寝
中
異
変
に

気
付
く
の
が
遅
れ
、
煙
に
含
ま

れ
る
有
毒
ガ
ス
を
吸
い
込
ん
で

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
。 

な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

●
住
警
器
を
取
り
付
け
る
場
所

と
種
類
っ
て
決
ま
っ
て
る
の
？ 

 

さ
つ
ま
町
火
災
予
防
条
例
で

設
置
す
る
場
所
を
定
め
て
お
り
、

そ
の
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
寝
室 

・
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場 

合
は
、
そ
の
階
の
「
寝
室
」
と 

そ
の
階
に
通
じ
る
「
階
段
の
上 

端
（
上
部
）」 

         

●
住
警
器
は
取
り
付
け
た
ら 

ず
っ
と
大
丈
夫
な
の
？ 

 

住
警
器
の
寿
命
は
、
約
10

年

で
す
。 

 

●
ち
ゃ
ん
と
動
い
て
い
る
の
か

確
認
す
る
方
法
は
？ 

 

点
検
を
す
る
た
め
住
警
器
本

体
に
ボ
タ
ン
（
紐
）
が
つ
い
て

い
ま
す
の
で
、
押
し
て
（
引
い

て
）
み
ま
し
ょ
う
。 

 

正
常
に
音
や
音
声
が
鳴
ら
な

い
場
合
は
、
電
池
切
れ
ま
た
は

機
器
に
異
常
が
あ
り
ま
す
。 

本
体
の
性
能
も
劣
化
し
火
災
を

有
効
に
感
知
し
に
く
く
な
り
危

険
で
す
の
で
、
本
体
ご
と
交
換

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
お
手
入
れ
は
ど
う
し
た
ら 

い
い
の
？ 

 

住
警
器
の
感
知
部
分
に
ほ
こ

り
が
付
く
と
、
火
災
に
よ
る
煙

を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
な
お
手
入
れ
が
必

要
で
す
。
お
手
入
れ
方
法
と
注

意
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
汚
れ
が
目
立
つ
と
き
は
、
中

性
洗
剤
に
浸
し
て
十
分
絞
っ
た

布
で
、
汚
れ
を
ふ
き
取
る
。 

・
機
器
本
体
を
水
洗
い
し
た
り
、

分
解
し
な
い
こ
と
。 

・
ベ
ン
ジ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
を
使

用
し
な
い
こ
と
。 

       

住
警
器
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
重
要

な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
正
し
い
場

所
・
位
置
に
設
置
し
、
定
期
的

な
点
検
と
お
手
入
れ
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。 

                                 

                                 

平
成

年

階段 

寝室 

台所 寝室 

居間 
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平
成
30

年
４
月
か
ら
、
新
た

に
３
名
の
職
員
が
採
用
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
消
防
士
の
基

礎
と
な
る
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
消
防
学

校
へ
入
校
中
で
す
。
こ
れ
か
ら

さ
つ
ま
町
の
安
心
・
安
全
の
た

め
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

○
倉
津 

森
伍
（
20
歳
） 

 

阿
久
根
市
出
身 

住
民
の
方
と
か
か
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
さ

つ
ま
町
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
覚
と
責
任
を
持

っ
て
仕
事
に
専
念
し
ま
す
。 

        

○
泉 

綾
哉
（
18
歳
） 

 

さ
つ
ま
町
虎
居
出
身 

地
元
さ
つ
ま
町
で
小
学
生
の

頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
消
防
士

に
な
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

常
に
向
上
心
を
持
ち
、
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

         

○
利
岡 

凪
（
18
歳
） 

霧
島
市
出
身 

今
は
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
心

得
を
先
輩
か
ら
学
び
、
町
民
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
士

を
目
指
し
ま
す
。 

        

    

平
成
30
年
４
月
24

日
、
宮
之

城
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同

組
合
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る

消
防
用
水
等
の
確
保
に
関
す
る

協
定
」
の
調
印
式
を
消
防
本
部

で
行
い
ま
し
た
。 

 

調
印
式
に
は
、
中
間
博
巳
消

防
長
と
宮
之
城
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
代
表
理
事
で

あ
る
山
本
博
貴
氏
が
出
席
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
協
定
は
、
平
成
28
年
12

月
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
発
生

し
た
大
火
を
教
訓
と
し
て
、
さ

つ
ま
町
で
大
規
模
火
災
等
が
発

生
し
、
消
防
用
水
な
ど
が
不
足

し
た
場
合
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ミ
キ
サ
ー
車
を
利
用
し
て
、
円

滑
に
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。 

         

                                

                                

 

ジ
メ
ジ
メ
と
う
っ
と
お
し
い
梅
雨
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ

夏
本
番
！ 

 

夏
祭
り
や
花
火
大
会
、
海
水
浴
な
ど
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
中
に
も
火
災
の
危
険
は
潜
ん
で

い
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
使
用
す
る
炭
は
、
一
度

火
が
つ
く
と
な
か
な
か
消
え
ま
せ
ん
。
表
面
上
は
火
が
消
え
て

い
て
も
、
芯
に
火
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
消
え

た
と
思
っ
た
炭
火
か
ら
、
大
規
模
な
山
火
事
や
建
物
火
災
に
発

展
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
炭
火
を
消
す
た
め
の
専
用
器
具
も

あ
り
ま
す
が
、
簡
単
な
消
し
方
と
し
て
は
、
水
を
入
れ
た
金
属

製
の
バ
ケ
ツ
に
火
バ
サ
ミ
で
一
つ
ず
つ
挟
ん
で
沈
め
、

分
以

上
漬
け
置
い
て
内
部
に
水
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
間
違
っ

て
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
に
そ
の
ま
ま
水
を
か
け
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
爆
発
す
る
よ
う
に
熱
い
灰
や
蒸
気
が
飛
び
散
っ
て

大
変
危
険
だ
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
手
持
ち
花
火
で
す
が
、
子

ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
ず
、
火
の
始
末
を
確
実
に
行
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
服
装
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
浴
衣
は

綿
素
材
の
も
の
が
多
く
、
火
が
つ
く
と
一
気
に
燃
え
広
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
花
火
の
火
が
浴
衣
に
燃
え
移
り
、
全
身
や
け

ど
で
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま 

し
い
事
故
も
発
生
し
て
い
ま 

す
の
で
、
衣
服
の
袖
や
裾
が 

火
に
触
れ
な
い
よ
う
に
十
分 

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

く
ら

 
 

つ 
   

 

し
ん

 
 

ご 

と
し
お
か 

  

な
ぎ 

い
ず
み 

り
ょ
う
や 
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平
成
30

年
４
月
22

日
（
日
）

に
薩
摩
総
合
運
動
公
園
駐
車
場

に
お
い
て
、
薩
摩
支
部
消
防
操
法

大
会
出
場
分
団
合
同
訓
練
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
来
た
る
平
成
30

年
７

月
29

日
（
日
）
に
同
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
る
「
第
46

回
薩
摩

支
部
消
防
操
法
大
会
」
に
お
け

る
大
会
実
施
要
領
と
審
査
内
容

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
参

加
し
た
団
員
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
繰
り
返
し
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

             

             

薩
摩
支
部
大
会
に
は
、
さ
つ

ま
町
消
防
団
か
ら
ポ
ン
プ
車
の

部
に
４
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
３
分
団
が
出
場
し
ま
す
。 

 

出
場
す
る
団
員
は
、
仕
事
の

合
間
に
連
日
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

※
大
会
出
場
分
団
は
次
の
と
お
り 

〇
ポ
ン
プ
車
の
部 

中
央
分
団
、
湯
田
分
団
、 

二
渡
分
団
、
永
野
分
団 

〇
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

 

時
吉
分
団
、
柏
原
分
団
、 

紫
尾
分
団 

   

平
成
30

年
４
月
22

日
（
日
）
、

虎
居
地
区
川
内
川
右
岸
河
川
敷

に
お
い
て
、
九
州
防
災
エ
キ
ス
パ

ー
ト
会
に
よ
る
指
導
の
下
、
消
防

団
員
に
よ
る
水
防
工
法
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
は
、
月
の
輪
工
、

積
み
土
の
う
工
と
い
う
２
種
類

の
工
法
に
つ
い
て
実
技
指
導
が

あ
り
、
そ
の
特
性
や
作
成
方
法
な

ど
を
習
得
し
ま
し
た
。 

                

   

平
成
30

年
５
月
20

日
（
日
）
、

薩
摩
川
内
市
西
開
聞
町
の
開
戸

橋
下
流
側
川
内
川
河
川
敷
に
お

い
て
、
九
州
各
県
を
持
ち
回
り

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
総
合

水
防
演
習
が
、
鹿
児
島
県
で
は

９
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
に
は
消
防
本
部
水
難
救

助
隊
員
４
名
、
消
防
団
員
50

名

が
参
加
し
、
想
定
に
併
せ
た
水

防
工
法
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
雨
期
を

迎
え
、
風
水
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
止
め
る
た
め
に
も
、

今
回
の
演
習
は
大
変
有
意
義
な

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

           

         

さ
つ
ま
町
消
防
団
で
は
、
22

分
団
の
う
ち
16

分
団
で
１
～
３

名
の
欠
員
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

全
国
的
に
も
年
々
、
消
防
団

員
数
が
減
少
し
て
お
り
、
地
域

に
お
け
る
防
災
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
入
団
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
消
防
本
部
消
防

団
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
く
女
性
消
防
団
員
も

募
集
中
で
す
。 

  

問
い
合
わ
せ
先  

さ
つ
ま
町
消
防
本
部 

消
防
総
務
課 

消
防
団
係 

☎
（
０
９
９
６
）
52-

０
１
１
９ 
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今
回
は
町
内
の
小
・
中
学
校
で

３
４
８
作
品
制
作
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
67

点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正

な
る
審
査
の
結
果
、
11

点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
は 

次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

※
敬
称
略 

 

最
優
秀
賞 

※
作
品
は
表
紙
掲
載 

横
山 

友
人
（
宮
之
城
中
３
年
） 

優
秀
賞 

山
﨑 

は
な
（
求
名
小
２
年
） 

消
防
長
賞 

中
山 

綾
音
（
盈
進
小
３
年
） 

防
火
賞 

宮
脇
花
乙
子
（
中
津
川
小
１
年
） 

花
北
美
綺
羽
（
薩
摩
中
１
年
） 

入
選 

花
田 
皓
夢
（
鶴
田
小
３
年
） 

小
原 

希
海
（
流
水
小
４
年
） 

森
脇 

 

楓
（
柏
原
小
５
年
） 

菊
野 

凌
斗
（
求
名
小
６
年
） 

下
別
府
心
奈
（
宮
之
城
中
２
年
） 

小
原 

光
莉
（
宮
之
城
中
２
年
） 

 

学
校
特
別
賞 

薩
摩
中
学
校 

※
学
校
・
学
年
は
表
彰
当
時 

                                

                                

や
ま
さ
き 

み
や
わ
き 

か 
 

お 
 

こ 

は
な
き
た

 

み 
 

き 
 

は 

は
な 

だ 
 

 
 
 

 

ひ
ろ 

む 

お 
 

ば
ら 

 
 

 
 

 

の
ぞ

 
み 

も
り
わ
き 

 
 

 
 

か
え
で 

き
く 

の 
 

 
 

り
ょ
う
と 

し
も 

べ
っ
ぷ 

 

こ
こ 

な 

お 
 

ば
ら 

 
 

 
  

 
 

 

ひ
か

 

り 

な
か
や
ま 

 
 

 

あ
や 

ね 

表彰式に参加された皆さんと作品 優秀賞の山﨑さんの作品 

よ
こ
や
ま

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
う 

と 

 

社会科見学 
（鶴田小学校） 

消防出初式 
（幼年消防規律訓練） 

消防出初式 
（女性消防団員） 

消防出初式 
（幼年消防規律訓練） 

職場体験学習 
（宮之城中学校） 

消防体験・庁舎見学 （柏原小学校 5 年 学年レクレーション） 




